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訳者まえがき

本書『コミュニケーションテクスト分析』は、パリ第 4大学（ソルボン
ヌ）言語科学科教授ドミニク・マングノー（Dominique Maingueneau）による
Analyser les textes de communication（2012年版）の翻訳である。ドミニク・
マングノー氏は、フランス言語学、特に言説分析を専門とする。言説分析の
他にも、語用論、発話行為理論、文学テクスト分析等の多岐にわたる著書、
教科書を多数発表すると同時に、200以上の論文を出版している。

言説分析関係では、『言説分析方法入門（Initiation aux méthodes de l’analyse 
du discours）』（Hachette, 1976、スペイン語に翻訳）を皮切りに、『言説分析辞
典（Dictionnaire d’analyse du discours）』（共著、Seuil, 2002、ブラジル語、スペ
イン語、アラビア語に翻訳 ）や英語の書籍 『ディスコース・スタディーズ・
リーダー―理論と分析の主要潮流（The Reader in Discourse Studies : Main 
currents in Theory and Analysis）』（J. Benjamins,  2014）等、多くの理論書を出版
している。また、具体的なテクストの言説分析として、『文学テクストのた
めの言語学 Éléments de linguistique pour le texte littéraire』（Bordas, 1986、ブラジ
ル語、カタルーニャ語、スペイン語、ドイツ語、ルーマニア語に翻訳）『文
学言説―パラトピーと発話行為舞台（Le discours littéraire : Paratopie et Scène 
d’énonciation）』（Armand Colin, 2004、ブラジル語、ルーマニア語に翻訳）、『ポ
ルノ文学（La littérature pornographique）』（Armand Colin, 2007、スペイン語、
ブラジル語、ルーマニア語、台湾語に翻訳）、『博士論文口頭試問報告書、ア
カデミックジャンル（Le Rapport de soutenance de thèse, un genre universitaire）』
（共著、Presses Septentrion, 2002）、『言説制度としての哲学（La philosophie 

comme institution discursive）』 （Lambert-Lucas, 2015）等、様々なテクストの分
析に関する著書も発表している。言説ジャンルの違いこそあれ、会話、ポル
ノ文学、広告ちらし、行政のテクスト等の社会的実践が、哲学や文学と同様
に、いかに正当化されているのかを言説分析の様々な概念を通して明らかに
しようとしている。本書では、その中でも、ドミニク・マングノーが述べる
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れるもので、反ユダヤ主義、民族差別、性別差別などテクストに現れる社会
におけるイデオロギーを暴き、権力関係を批判することを目的とするもので
ある。ヴァン・ダイクのようにテクスト言語学を実践する研究者もいれば、
理解社会学（観察対象となる社会現象や集団、社会的行使者にとっての主観
的意味を理解しようとする立場）を実践する（シニフィエを明らかにする）研
究者もいる 2。そして、この本の著者、ドミニク・マングノーが第一人者の
一人として推進するフランスにおける言説分析（フランス学派言説分析）は、
元は構造主義との鋭い対峙から生まれてきた分野であり、内部に強い批判力
を秘めている。前期バルトの『モードの体系』のような伝達を無視し、意味
作用を明らかにしようとする構造主義的分析（バルト自身も書き終えたと同
時に自身のやり方を否定していることはよく知られている）のように、「ラン
グ」という閉じられた内部にこもり、行き場を失ってしまった構造主義の反
省に立つ形で、「言語の使用面」「発話行為」「論証」といった概念が注目さ
れ、それらは言説分析の中心に据えられるようになった。
この言説分析の目的は、著者、ドミニク・マングノーによれば、「テクス
トの構成と、限定された社会的場を結ぶ、発話行為装置」を考察することで
あり、言葉がある一定の時代、社会における制度に制限されながら、いかに
公的空間で起こった事象を表象し、「出来事」を構築・伝達するか、またこ
の言説によって構築・伝達された「出来事」がその制度をどのように正当化
していくのか、その過程を検証することである。このような方法は語用論的
潮流、発話行為理論、テクスト言語学、ミシェル・フーコー（『知の考古学』
等）が思考の歴史研究から転換したような発話行為装置の研究、ミハイル・
バフチンによる言説の「ジャンル」と言説行為の対話次元に起源を持つもの
である。このように限定されたコーパスを用いながら、発話行為の装置全体
の仕組みを考察し、社会制度との関わりを重要視するのが、「フランス学派」
言説分析の特徴であり、特に本書では、言語学を専門にしない学生、研究者
向けに、コミュニケーション（メディア、広告）に関するテクストのより厳密
な言説分析の手法を紹介する手引書と言える。

2）方法論、事例分析などを通して、フランス語のコミュニケーション
テクストの分析、読解方法を学習できる手引書である。また、それ
らをヒントに他言語のコミュニケーションテクスト分析、読解方法

ところのコミュニケーションテクスト、すなわち、広告、雑誌・新聞などメ
ディアのテクストに焦点を当て、それらの分析方法、技法を 21章にわたっ
て説明している。この本の初版は、フランスの出版社 Dunodから 1998年
に刊行されたが、その後 Nathan/HER, 2000, Armand Colin, 2007と改訂、重
版、そして今回訳した版が出版されたのが 2012年、さらに 2016年版では、
理論面はほぼ変わらないものの、特に、デジタルメディアの隆盛を反映し、
デジタル版のフランスの新聞等が例として取り上げられている。このように
本書は、フランスで 20年にわたって、時代の、特にメディア環境の変化等
に伴い、重版され続けており、このことは本書が、フランスにおける言説分
析関係の書籍の中でも飛び抜けて支持されている書籍であることを表してい
る。同様に、本書は、既にポルトガル語（2001年）、ルーマニア語（2007年）、
スペイン語（2009年）にも翻訳されている。本書の特色として大きく以下の
三点が挙げられよう。

1）英米圏の言説分析とは一線を画する、記号学的テクスト分析から一
歩進んだフランスの言説分析の方法論を紹介。特に、メディアコ
ミュニケーション関連のテクストの言説分析方法を提示している。
フランスは記号学の伝統からもテクスト分析が隆盛し、それらが「フレン

チ・セオリー」として他の欧米圏、また日本にも輸入されていった。本書が
紹介する「フランス学派言説分析」は、それらに基づきながら、その反省点
を踏まえフランスで構造主義以降発達してきた、今まで日本でほとんど紹介
されてこなかったテクストの言説分析の方法論を提示する。
今日、言説分析は、英米圏においても多く行われているが、大きく分けて

三つの潮流があるとされている。一つ目はポスト構造主義的言説の理論であ
るが、主に 1980年代から始まったカルチュラル・スタディーズの流れのも
ので、ソシュール、マルクス、ラカン、アルチュセール等を援用しつつ、脱
構築主義、またサイードの『オリエンタリズム』に見られるようなアイデン
ティティの問題など、文化研究、フェミニズム、社会科学などの分野で実践
されている。これらは、フランス記号学等に依拠するテクスト分析を捨て去
ることではなく、それらをエスノグラフィー等とリンクさせつつ「消費され
る社会的な場の戦略的状況の中で問い返すこと」1を目的としている。
二つ目は、クリティカル ･ディスコース・アナリシス（CDA）として知ら
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手、様々なメディアが生み出す様々な表象に囲まれて生きる私たちが、それ
らの表象を産み出す言説を科学的根拠に基づき分析する方法を本書は提言し
ているのである。

注
1 吉見俊哉『メディア文化論』有斐閣アルマ、2004年、102頁。
2 これらの各言説分析の動向に関しては、Johannes Angermullerの論文  « L’analyse 

du discours en Europe » in Bonnafous, S. et Temmar, M. (éds) 2007, Analyse du discours 
et sciences humaines et sociales, OPHRYS 2007.（「ヨーロッパにおける言説分析」『言
説分析と人文社会科学』）等を参照した。

のヒントを把握することができる。
本書の前半部は、フランス語に関係なく、言語全般に応用可能な理論（エー

トス、発話行為状況など）が明示されている。これらを通して、メディア・
広告などのコミュニケーションテクストの読解時に分かりづらいニュアンス
を理解、さらには分析が可能となる。また、本の後半部は、主にフランス語
の文法（人称、ポリフォニー、照応など）に特化した読解、分析方法が明示さ
れている。これらの方法論、また項目ごとにその援用事例が記載されてお
り、フランス語のメディア関連のコミュニケーションテクストの分析、読解
ポイント等も把握でき、また、もちろん他言語にも応用可能であろう。

3）フランス言語学を専門にする学生、研究者のみならず、メディア研
究に携わる研究者等、幅広い読者を対象とする、学際的分野として
のメディア言説分析方法論の手引書である。
言説分析は、先に述べたように、伝達を無視した構造主義的記号学の乗り

越えからスタートしている。メディア研究における言説分析とは、メディア
が、いかに、様々な「規範」と見られるコンセンサスや世論を形成し、その
内容について読み手を説得するのかについて、言語科学に基づいて実践され
る分析である。つまり、メディアが、いかに公共表象を構築し、それを想定
読者向けに「伝達（＝説得）」するかについて、情報伝達科学と言語科学の観
点から、検証することがメディア研究における言説分析の一つの可能性と言
えよう。言説分析は、単独の学問領域の実践ではない。例えば、文化人類学
では、メディアテクストの言説分析を行いつつ、それを発表したメディア担
当者、及び関係者等に行ったインタビューの言説分析をすることで、テクス
トと発信者との関係をより探るというものである。社会学、歴史学、哲学、
文化人類学、カルチュラル・スタディーズ等、他の学問領域と結びつき、研
究対象へのアプローチの可能性を広げるものと言えるだろう。メディア研究
においても、他の学問領域と連動しながら言説分析の実践を行い、さらなる
メディア研究発展へ貢献するものである。本書は、人文科学、社会科学にお
けるメディア研究において、避けて通れないテクストの言説分析をより論理
的に実践するための方法論とその事例研究が満載されたフランス学派言説分
析の手引書なのである。
現代の社会において、受け手、送り手の境界も曖昧になり、様々な書き


